
「集合住宅建設事業（変更）審査申出書」 

提出書類・作成要領のご案内  

神戸市都市局都市計画課 ℡078-595-6709 

 

 
 

 

 

 申請にあたっては、必要に応じて本作成要領に加えて『集合住宅建設の手引』『「神戸市開発事業

の手続及び基準に関する条例」技術基準』をご確認ください。 

 窓口で事前相談をしていただくと、補正等が少なくスムーズな処理が可能です。 

 電子申請の前に以下の提出書類のファイルをご用意ください（形式はＰＤＦ・各 10ＭＢ以下）。     

提出書類に不備がある場合は差戻しとなる場合があります。 

 ファイルは、該当欄に個別にアップロードしてください。 

 容量を超える場合は分割したうえで、該当欄に加え添付書類の予備欄をご利用ください。 

 アップロードされる場合の注意点 

・ 各ファイルの容量が１０ＭＢ以下であることを確認してください。 

・ 各ファイルの名前は、提出書類のタイトルとしてください。 

・ 各ファイルが複数枚となるときは、１つの PDFファイルとなるよう結合してください。 

（例：造成計画縦横断面図を作成する際、縦断面図 1 ページ・横断面図 1ページで複数枚の図 

面となる場合は、２ページの１つの PDF ファイルとして作成してアップロードしてく 

ださい。） 

 

 

 

 

 

オンライン化される手続き 窓口等での打合せ

先ずは開発許可不要を確認の上、集合住宅建設事業審査申出書を提出し、手続の要否、所見、協議確認先の通知を受けてください。

▲審査申出書の提出・交付のために来庁。 ●e-KOBE で審査申出書の電子申請・交付が可能に。

▲公共施設管理者等に協議の要否を確認するために来庁して申出書を ●都市計画課が公共施設管理者等に申請データを提供。回答は公共施設管理者

      提出。回答の交付のために再度来庁。 　等からメールで交付。申出書の提出・　回答の交付のための来庁が不要に。

打合せ 打合せ

来庁提出 e-KOBE

打合せ 打合せ

来庁受取 e-KOBE

来庁(各課) 庁内システム

来庁(各課) メール （利用者登録されたアドレス宛）

※国や県その他の神戸市以外との協議は、本オンライン手続きの対象外です。

※必要に応じて公共施設管理者等から問い合わせ等がありますのでご対応ください。

電子申請化前後対照表　～電子申請で手続きの負担が軽減されます～

審査

協議の要否回答・通知受領 協議の要否回答・通知

公共施設管理者等へ

申請

申出書の所見回答

都市局都市計画課 公共施設管理者等

事前相談

―手続き内容―

これまで（紙申請）

開発許可不要かつ計画戸数が40戸以上の集合住宅を建設しようとする場合、建築確認申請に先立ち、開発条例に基づく集合住宅建設事業の手続が必要です。

これから（電子申請※）

審査

申請書受領

申出書の回答受領

開発事業者

申出書作成・申請

事前相談

開発事業者

相談

申出書作成・申請 受付

補正 審査

協議の要否回答・通知受領

公共施設管理者等

申請データ受領

申出書の回答受領

公共施設管理者等へ

申出書の所見回答

審査補正

受付

相談

都市局都市計画課

申請データ提供

協議の要否回答・通知

https://www.city.kobe.lg.jp/documents/13311/manual.pdf
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/14305/gijyutukijyunn.pdf
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/14305/gijyutukijyunn.pdf


番号 提出書類 内容・作成要領・その他 

00 

集合住宅建設

事業審査申出

書 

（様式３） 

【ファイルの用意は不要です。申請画面に直接入力ください。】 

・「申出書の種類」：原則、「集合住宅建設事業審査申出書」を選択

してください。（集合住宅建設事業変更審査申出書は開発承認後

（手続完了後）に、改めて一から手続を行うためのものです。） 

・「２－２ 開発事業区域の位置」：所在の入力にあたっては、開発

事業区域内にある土地の所在及び地番を公図で確認のうえ、すべ

ての所在及び地番を入力してください。（開発事業区域とは、今

回建設する「当該集合住宅の敷地」をいいます。） 

・「３ 開発事業区域の面積」：開発事業区域の面積を入力してくだ

さい。なお、一団地認定を受けている場合は事前に図面をもって

案件担当者にご相談ください。（開発事業区域とは、今回建設す

る「当該集合住宅の敷地」をいいます。） 

・「４－２ 用途地域」：複数の用途地域にまたがる場合はすべての

用途地域にチェックしてください。 

・「４－３ 高度地区」：複数の高度地区にまたがる場合はすべての

高度地区をチェックしてください。 

・「４－４ 建ぺい率」：適用範囲がまたがる場合は、カンマで区切

ってください。 

・「４－５ 容積率」：適用範囲がまたがる場合は、カンマで区切っ

てください。 

・「４－７ その他の区域指定等」：先に選択入力いただいた用途地

域や高度地区等以外に、「神戸市情報マップ」等で確認できる区

域指定等を入力してください。（例：駐車場整備地区や景観形成

区域、宅地造成規制区域等） 

・「5 事業の目的」は、開発行為の目的の定義をご確認のうえ該当

するものにチェックしてください。 

・「６－１ 計画棟数」：対象は居住用のみです。居住用以外（駐車

場棟等）は含めないでください。 

・「６－２ 計画階数」：複数棟の場合は、階数が一番多い棟の階数

を入力してください。（例：A 棟 15階、B棟 20 階の場合、20

を入力） 

・「10－１ 文化財が分布する地区」は、「神戸市情報マップ」の埋

蔵文化財包蔵地図をご確認のうえチェックしてください。 

・「10－２ 学校施設が著しく不足するおそれのある地区」（受入困

難地区）は、神戸市教育委員会のHP をご確認のうえチェックし

てください。 

・「10－３ 土砂災害のおそれのある地区」は、「神戸市情報マップ」    

 の砂防三法・土砂災害警戒区域マップをご確認のうえチェックし 

てください。複数に該当する場合はすべてにチェックしてくださ 

い。 

https://www.city.kobe.lg.jp/documents/14305/kyokasinnseitebikir4711_1.pdf#page=27
https://www2.wagmap.jp/kobecity/PositionSelect?mid=70
https://www2.wagmap.jp/kobecity/PositionSelect?mid=70
https://www.city.kobe.lg.jp/a11243/kosodate/education/program/kaihatsujourei2.html
https://www2.wagmap.jp/kobecity/PositionSelect?mid=21
https://www2.wagmap.jp/kobecity/PositionSelect?mid=21


番号 提出書類 内容・作成要領・その他 

01 

開発事業区域

位置図 

縮尺(標準):1/2,500 

・方位を記載してください。 

・開発事業区域境界を赤線で記載してください。 

・開発事業区域周辺の都市施設の位置・名称を記載してください。 

・交通機関の路線名称を記載してください。 

0２ 

土地利用計画図 

縮尺(標準) 

：1/500～1/1,000 

サンプルを参考に下記事項を記載してください 

・方位を記載してください。 

・開発事業区域境界を赤線で記載してください。 

・建築物、工作物、公共施設（道路等）、公益的施設（ゴミ置場等）、 

植栽帯等の位置、形状を記載してください。 

・道路種別・幅員及び隅切り長を記載してください。 

・開発事業区域内の計画地盤高、区域外の現況高を記載してください。 

・擁壁、法面の位置及び形状を記載してください。 

・凡例（用途ごとに色別、面積、割合、摘要）を記載してください。 

・造成がない場合は「造成無し」と明示し、縦横断面図の位置及び名称

を記載してください。 

0３ 

 

造成計画平面図 

縮尺(標準) 

：1/500～1/1,000 

【造成がない場合、土地利用計画図に「造成なし」と明示し計画縦横 

断面位置を記載すれば、本図書は不要です】 

サンプルを参考に下記事項を記載してください 

・方位を記載してください。 

・開発事業区域境界を赤線で記載してください。 

・切土（黄色）、盛土（緑色）を着色してください 

・擁壁、法面の位置及び形状を記載してください。 

・敷地の形状及び計画高、周辺の地形及び現況地盤高を記載してくだ 

さい。（現況高および計画高を併記） 

・縦横断面図の位置及び名称を記載してください。 

04 

造成計画縦横

断面図 

縮尺(標準) 

：1/500～1/1,000 

【造成有無に関わらず計画縦横断面図は必須です】 

●造成がある場合 サンプルを参考に下記事項を記載してください 

・縦横断面図の名称を記載してください。 

・開発事業区域境界を赤線で記載してください。 

・基準線（D．L）を記載してください。 

・現地盤高と計画地盤高を記載してください。 

・切土（黄色）、盛土（緑色）の着色してください。 

・擁壁、道路の位置を記載してください。 

・法面の位置、形状及び勾配を記載してください。 

 

●造成がない場合 サンプルを参考に下記事項を記載してください 

・縦横断面図の名称を記載してください。 

・開発事業区域境界を赤線で記載してください。 

・基準線（D．L）を記載してください。 

・現地盤高（＝計画地盤高）を記載してください。 

・擁壁、道路の位置を記載してください。 

・法面の位置、形状及び勾配を記載してください。 

・「造成無し」と明記してください。 

05 

切土盛土求積図 

縮尺(標準) 
：1/500～1/1,000 

【造成がない場合、本図書は不要です】 

・切土、盛土別の求積根拠をお示しください。 

06 

排水計画平面図 

(雨水・汚水) 

縮尺(標準) 
：1/500～1/1,000 

・方位を記載してください 

・開発事業区域境界を赤線で記載してください。 

・雨水排水（青系）汚水排水施設（茶系）で記載してください。 

・排水施設の位置、形状寸法、流水方向、勾配距離を記載してください。 

・凡例を記載してください。 

https://www.city.kobe.lg.jp/documents/12846/tochiriyou.pdf
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/12846/zousei.pdf
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/12846/zousei.pdf
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/12846/danmen.pdf
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/12846/danmen2.pdf


番号 提出書類 内容・作成要領・その他 

07 

建物配置図) 

縮尺(標準) 
：1/500～1/1,000 

【１階平面図との兼用可能です】 

・方位を記載してください。 

・開発事業区域境界を赤線で記載してください。 

08 

各階平面図 

縮尺(標準) 
：1/500～1/1,000 

【屋根伏せ図を含めてください】 

【07 建物配置図に１階平面図を添付する場合、08 各階平面図には 

１階平面図を除外してください】 

09 

立面図 

縮尺(標準) 
：1/500～1/1,000 

【各面が必要です】 

・建物高さを記載してください。 

10 委任状 

・申請の手続きを第三者に委任する場合に提出してください。 

・参考様式を参考にして作成してください。 

・委任者及び代理者の押印または自署が必要になります。 

11 

開発事業審査

申出書の結果

通知等 

開発許可不要を確認できる書類を添付してください。 

例）「開発許可不要」、「開発非該当」所見付の開発事業審査申出書 

  （別紙含む） 

「開発許可不要」所見付きの開発行為の事前確認書 

12 
その他市長が必

要と認める図書 
その他提出を依頼した資料がありましたら添付してください。 

 

https://www.city.kobe.lg.jp/documents/12846/inin.docx
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/14305/kyokasinnseitebikir4711_1.pdf#page=42
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/14305/kyokasinnseitebikir4711_1.pdf#page=42
https://www.city.kobe.lg.jp/a35466/business/kaihatsu/kaihatsukyoka/shigaikakuiki/kakunin.html

